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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
屋根の骨格を形成する支持部材（２）に波型に屈折された金属製のタイトフレーム（４）
を固設し、該タイトフレーム（４）に波型に屈折された長尺の金属板から成る複数の外囲
板（６）を互いの側部を結合させて並列に支承せしめ、前記外囲板（６）の波型の上面の
上に長尺状の金属板から成る複数の保水板（２０）を並列に配置し、前記外囲板（６）の
波型の上面と前記保水板（２０）の下面との間に前記外囲板（６）の長手方向に延びる角
柱状の空気層（３８）を設け、前記保水板（２０）の側部を隣接する保水板（２０）の側
部に前記外囲板（６）の頂部上で結合し、前記保水板（２０）に長尺状の底板部（２０ａ
）とこれの両側に屈折形成された側板部（２０ｂ）（２０ｃ）と前記底板部（２０ａ）に
立設された堰止め部（２０ｈ）とで水溜部（２６）を設け、該水溜部（２６）の上に植栽
用の土壌（３４）を配置し該土壌（３４）に植物を植え付けることができるように成し、
前記外囲板（６）の凹部底面（６ｄ）上に補強支持台（４０）を直立配置し、該補強支持
台（４０）の上部を前記保水板（２０）の下面に当接し、前記補強支持台（４０）を、前
記保水板（２０）の下面と水平に接する上位水平部（４０ａ）とこれと一体的な垂直部（
４０ｂ）と前記外囲板（６）の凹部底面（６ｄ）と水平に接する下位水平部（４０ｃ）と
が屈折形成された長尺状の金属板により構成したことを特徴とする緑化屋根。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、芝生などの植物を植え付けることができるようにした緑化屋根に関する。
【０００２】
【従来の技術】
特開平９－１３２９５４号公報には、長尺の金属板から成る屋根板に水溜部を形成し、こ
の水溜部に吸水材を充填し、吸水材の上に芝生などの植物を植え付けることができるよう
にした緑化屋根が開示されている。
また、特開平９－１４４２３３号公報には互いに並列状に接合された各屋根板の帯状部に
自重によって湾曲凹部を形成し、この湾曲凹部内に吸水材を配置し、該吸水材の上に芝生
などの植物を植え付けることができるようにした緑化屋根が開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
緑化屋根は植物の育成のために屋根の上に散水したり、あるいは土壌等を盛るため屋根に
負荷がかかり、屋根板に生じる歪み等により水が漏れる恐れがあった。また、植物の育成
にとって悪影響を及ぼす結露を避けるため従来は断熱材を屋根板の下側に配置していたが
、断熱材敷設工事に手間がかかるとともにコスト高となるという問題点が存した。
本発明は、上記問題点を解決することを目的とするものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、本発明は、屋根の骨格を形成する支持部材２に波型に屈折され
た金属製のタイトフレーム４を固設し、該タイトフレーム４に波型に屈折された長尺の金
属板から成る複数の外囲板６を互いの側部を結合させて並列に支承せしめ、前記外囲板６
の波型の上面の上に長尺状の金属板から成る複数の保水板２０を並列に配置し、前記外囲
板６の波型の上面と前記保水板２０の下面との間に前記外囲板６の長手方向に延びる角柱
状の空気層３８を設け、前記保水板２０の側部を隣接する保水板２０の側部に前記外囲板
６の頂部上で結合し、前記保水板２０に長尺状の底板部２０ａとこれの両側に屈折形成さ
れた側板部２０ｂ，２０ｃと前記底板部２０ａに立設された堰止め部２０ｈとで水溜部２
６を設け、該水溜部２６の上に植栽用の土壌３４を配置し該土壌３４に植物を植え付ける
ことができるように成し、前記外囲板６の凹部底面６ｄ上に補強支持台４０を直立配置し
、該補強支持台４０の上部を前記保水板２０の下面に当接したものである。
また、本発明は、前記補強支持台４０を、前記保水板２０の下面と水平に接する上位水平
部４０ａとこれと一体的な垂直部４０ｂと前記外囲板６の凹部底面６ｄと水平に接する下
位水平部４０ｃとが屈折形成された長尺状の金属板により構成したものである。
【０００５】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を添付した図面を参照して詳細に説明する。
図１において、１は外壁、２は建物の屋根の骨格を構成する母屋即ち支持部材であり、Ｈ
型鋼あるいはＣ型鋼により構成されている。４は帯状の鋼板から成るタイトフレームであ
り、複数の山型の凸部４ａが所定間隔を存して、図１中、左右方向に形成されている。
【０００６】
前記タイトフレーム４の底部４ｂは前記支持部材２にビスなどによって固定されている。
図１中、左右方向に延びるタイトフレーム４は、紙面垂直方向に並列状に複数配置され、
各タイトフレーム４の凸部４ａは、紙面に垂直な軸線上で一致するように配置されている
。６は鋼板などの金属板から成る長尺状の外囲板であり、複数並列に配置され、外囲板６
の各々の長手方向が紙面垂直方向即ち棟と軒先間にまたがって延びている。
【０００７】
各外囲板６にはタイトフレーム４の波型形状に対応した波型屈折形状が全長にわたって幅
方向即ち左右方向に形成されている。各外囲板６は支持部材２の並列配置平面上に支持部
材２に対して直角に配置され、各々の外囲板６は、対応するタイトフレーム４に嵌合し、
隣接する外囲板６，６のうち一方の外囲板６の一方部分６ａと、他方の外囲板６の他方部
分６ｂとは、図２に示すように、対応するタイトフレーム４の凸部４ａ上で重ね合わされ
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ている。
【０００８】
前記タイトフレーム４の凸部４ａ及び外囲板６の側部６ａ，６ｂ及び中間部の頂部６ｃに
はボルト１０，１６用の穴が穿設されている。一対の外囲板６，６の重ね合わされた部分
は、防水パッキンが接合する座金８を介してボルト１０とナット１２によって、タイトフ
レーム４の凸部４ａに固定されている。
【０００９】
各外囲板６の両側部間の頂部６ｃは対応するタイトフレーム４の凸部４ａに嵌合し、該嵌
合部分が防水パッキンが接合する座金１４を介してボルト１６とナット１８によって、タ
イトフレーム４の凸部４ａに固定されている。外囲板６の左右の側端部は、ボルト１７と
ナット１９とでタイトフレーム４の凸部４ａに固定されている。２０は長尺状の鋼板等の
金属板から成る保水板であり、帯状の底板部２０ａと、該底板部２０ａの両側に形成され
た傾斜側板部２０ｂ，２０ｃと、両側板部２０ｂ，２０ｃの上端縁に屈折形成された帯状
の上位水平部２０ｄ，２０ｅとが一体的に形成されている。
【００１０】
保水板２０は側板部２０ｂ，２０ｃ等を屈折加工する前に予め図３に示すように、適所を
所定幅Ｄを存して三重に折り畳んで二重部分２０ｇを形成している。保水板２０にこの折
り畳み部を屈折形成した後、側板部２０ｂ，２０ｃと上位水平部２０ｄ，２０ｅを屈折形
成し、しかる後に底板部２０ａの二重部分２０ｇを、図中、Ｆ方向に立ち上げ、保水板２
０の長手方向に対して直角に堰止め部２０ｈを形成している。
【００１１】
前記保水板２０は、その長手方向が図１中、紙面垂直方向と平行となるように、複数、外
囲板６上に並列に配置され、各々の底板部２０ａが、外囲板６の谷の部分即ち凹部内に配
置されている。各保水板２０の上位水平部２０ｄ，２０ｅは、隣接する保水板２０の上位
水平部２０ｄ，２０ｅと重ね合わされ、この合接部は、これに穿設された穴を介して対応
するボルト１０，１６に嵌合し、該合接部の下面がナット１２，１８に係止されている。
【００１２】
更に、隣接する保水板２０の上位水平部２０ｄ，２０ｅの合接部は、防水パッキンが接合
する座金２２を介して、ボルト１０，１６に螺合するナット２４により、ボルト１０，１
６を介して凸部４ａに固定されている。保水板２０の側端部の上位水平部は、ボルト１７
とナット２５とにより凸部４に固定されている。互いにボルト１６とナット２４とで外囲
板６上に結合された複数の保水板２０の結合形状は、図１に示すように断面形状が波型に
形成され、各々の長手方向に沿って即ち図１中、紙面垂直方向に、雨水あるいは散水チュ
ーブ（図示省略）からの水が、前記堰止め部２０ｈを乗り越えて流れるように構成されて
いる。
【００１３】
雨水などの水は、保水板２０の底板部２０ａと両側板部２０ｂ，２０ｃ及び堰止め部２０
ｈとで囲まれた水溜部２６に貯水される構成となっている。前記水溜部２６には、土壌構
造改良材が配置されている。前記保水板２０の側板部２０ｂ，２０ｃには、水溜部２６の
保水機能が失われない位置に空気穴を形成しても良い。これにより、保水板２０の凹部内
の通気性を高め、植物の根腐れ現象を防ぐことができる。前記土壌構造改良材２８の上に
は合成樹脂製のネット３２が張られ、このネット３２により植物４１の根系を支持してい
る。
【００１４】
ネット３２の上には植栽用土壌３４が盛られ、この土壌３４に植物４１が植えられている
。前記波形外囲板６の凹部底面６ｄと保水板２０の底板部２０ａとの間には、図１中、紙
面垂直方向に延びる一対の長尺状の鋼板から成る補強支持台４０，４０が配置され、支持
部材２を支点として、保水板２０の下面を支持している。前記補強支持台４０は、図４に
示すように、外側に屈折された上位水平部４０ａと、垂直部４０ｂと、内側に屈折された
下位水平部４０ｃとを備えている。前記補強支持台４０，４０は、外囲面の凹部底面６ｄ
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ごとに、一対、互いに略Ｔ字状となるように対向配置されている。
【００１５】
一対の補強支持台４０，４０の下位水平部４０ｃ，４０ｃは、凹部底面６ｄ上で互いの開
放端縁が隣接対向し、これら隣接対向する一対の下位水平部４０ｃ，４０ｃの横幅は、凹
部底面６ｄの横幅と略同一に設定されている。外囲板６の凹部４２内の一対の補強支持台
４０，４０の垂直部４０ｂと上位水平部４０ａは、外囲板６の傾斜部との間に三角形を形
成し、この三角形によって、保水板２０を強固に支持している。
【００１６】
建物の屋根の低い部分には、水溜部２６内に位置して土止め板４３が固設され、土止め板
４３と堰き止め部２０ｈとの間に土止め用の土嚢４８が配置され、これらの土嚢４８の中
にはパーライトと呼ばれる天然ガラス系黒曜石を焼成発泡した無機質超軽量礫状骨材から
成る吸水材５０が充填されている。なお、吸水材５０はパーライトに特に限定されるもの
ではなく、砂、土壌その他を用いることができる。屋根の周囲は囲み板４２，４４，４６
によって囲まれ、土壌囲いを構成している。
【００１７】
屋根の高位部分には、略全長にわたって管壁に散水孔が穿設された散水チューブ（図示省
略）が配置されている。散水チューブから出た水は、屋根の一番上（図５中、左端）の水
溜部２６にまず溜まり、上段の水溜部２６が水で一杯になると、ここから溢れて下段の水
溜部２６に順次供給される。本発明の緑化屋根は、図１に示すように、保水板２０の下側
に紙面垂直方向に延びる角柱状の空気層３８が形成され、この空気層が屋根の断熱効果を
高める作用を有している。この断熱効果により、植物の育成にとって好ましくない結露を
防止することができるものである。
【００１８】
また、図１から明らかなように、屋根は、外囲板６とその上に重ねられた保水板２０とか
ら成る二重防水構造となっており、屋根の雨漏り防止機能を高めている。上記実施形態で
は、波形外囲板６どうしの結合及び保水板２０どうしの結合をボルト１０，１６，１７と
ナット１２，１８，１９，２４，２５を用いた構成としているが、特にこのボルト堅締構
造に限定されるものではない。
【００１９】
【発明の効果】
本発明は上述の如く構成したので緑化屋根の防水機能を高めることができるとともに断熱
機能を高めることができる。更に保水板を補強支持台により支持し補強度を高めているの
で、工事作業者が保水板の上に乗っても、保水板が凹んでしまうことがない等の効果が存
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の屋根の断面図である。
【図２】本発明の屋根の要部の斜視図である。
【図３】保水板の斜視図である。
【図４】補強支持台の斜視図である。
【図５】本発明の屋根の断面図である。
【符号の説明】
１　　　　外壁
２　　　　支持部材
４　　　　タイトフレーム
４ａ　　　凸部
４ｂ　　　底部
６　　　　外囲板
６ａ　　　一方部分
６ｂ　　　他方部分
８　　　　座金
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１０　　　ボルト
１２　　　ナット
１４　　　座金
１６　　　ボルト
１８　　　ナット
２０　　　保水板
２０ａ　　底板部
２０ｂ　　側板部
２０ｃ　　側板部
２０ｄ　　上位水平部
２０ｅ　　上位水平部
２０ｆ　　垂下部
２０ｇ　　二重部分
２０ｈ　　堰止め部
２０ｉ　　湾曲部
２２　　　座金
２４　　　ナット
２６　　　水溜め部
２８　　　吸水材
３２　　　ネット
３４　　　土壌
３６　　　植物
３８　　　空気層
４０　　　補強支持台
４１　　　植物
４２　　　囲み板
４３　　　土止め板
４４　　　囲み板
４６　　　囲み板
４８　　　土嚢
５０　　　吸水材
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